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平
成
八
年
度
の
成
人
式
が
、
八
月
十

四
日
に
河
辺
村
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
成
人
は
十

九
名
で
十

一
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
は
、
午
前
十
時
に
始
ま
り
、
成

人
者
の
氏
名
発
表
の
後
、
大
野
村
長
が

「『
世
に
生
を
得
る
は
事
を
成
す
に
あ

り
」
と
坂
本
龍
馬
が
言
っ

て
お
り
ま
す
。

自
己
の
行
動
に
責
任
を
も
ち
将
来
へ
の

志
し
た
道
に
遁
進
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
式
辞
を
述
べ
、
来
賓
の
方
々
か
ら
祝

福
激
励
の
言
葉
を
頂
き
、
成
人
者
を
代

表
し
て
富
永
光

一
さ
ん
が
、
「
恵
ま
れ

た
環
境
の
中
で
成
長
し
て
き
た
事
は
皆

様
方
の
お
陰
で
す
。
権
利
と
義
務
を
与

え
ら
れ
た
公
民
と
し
て
、
私
た
ち
の
村

を
忘
れ
る
こ
と
な
く
努
力
を
重
ね
若
い

力
で
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。」

と
謝
辞

を
述
べ
式
典
を
終
わ
り
ま
し
た
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
、
誠
に
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

成
人
式
を
迎
え
、
将
来
の
道
に
つ
い

て
決
意
を
新
た
に
し
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
今
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
今
後
と

も
多
様
な
学
習
と
経
験
を
重
ね
て
夢
の

実
現
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

匪璽~
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わ
が
国
の
百
歳
以

上
の
お
年
寄
り
が
初

め
て
七
千
人
を
突
破

し
七
千
三
百
七
十
三

人
と
な

っ
た

こ
と

が
、
厚
生
省
が
九
月

十
日
発
表
し
た
「
全

国
高
齢
者
名
簿
」
で

わ
か
り
ま
し
た
。

男
女
別
で
は
男
性
が
千
四
百

人
、
女
性
が
五
千
九
百
七
十
三
人

で
全
体
の
八
十

一
・
O
%生
来
ス

ト
レ

ス
に
強
い
の
で
し
ょ
う
か
、

相
変
わ
ら
ず
女
性
の
長
寿
ぶ
り
が

目
立
ち
ま
す
。

長
寿
は
大
変
お
め
で
た
い
事
で

は
あ
り
ま
す
が
、

た
だ
長
寿
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
と
、
号一
T
ん
な

い
状
況
が
、
全
国
津
々
浦
々
で
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

超
高
齢
者
の
親
を
、
介
護
が
ほ

し
く
な
り
つ
つ
あ
る
高
齢
者
の
子

供
が
介
護
、

だ
れ
に
頼
る
当
て
も

な
く
、
介
護
疲
れ
で
尊
い
命
を
断

た
れ
る
ケ
l
ス
や
、
病
院
の
ベ
ッ

ド
で
高
度
医
療
機
械
か
ら
無
数
に

出
さ
れ
る
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
の
よ
う

な
チ
ュ

ー
ブ
と
の
必
死
の
戦
い
。

長
寿
は
や
は
り

「
不
老
長
寿
」

で
あ
り
た
い
。
健
康
で
ゲ
l
ト
ボ

ー
ル
や
趣
味
を
楽
し
み
、
少
し
社

会
の
役
に
立
ち
、
お
迎
え
が
来
た

ら
、
三
日
患
っ
て
笑
顔
を
残
し
て

旅
立
つ
、
そ
ん
な
不
老
長
寿
を
望

み

た

い

。

(

梅
木
)
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(2) 平成8年 9月25日

去
る
九
月
二
十
日
、
平
成
八
年

第
三
回
河
辺
村
議
会
定
例
会
が
召

集
さ
れ
ま
し
た
。

全
議
員
出
席
の
も
と
、
清
水
議

員
外
二
名
の
一
般
質
問
に
引
き
続

き
、
村
長
提
出
の
「
平
成
八
年
度

河
辺
村
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第

三
号
)
を
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」

外
五
議
案
、
報
告
一
件
、
認
定
五

件
、
同
意
四
件
、
及
び
議
会
提
出

の
意
見
書
三
件
、
陳
情
一
件
、
請

願
一
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も

原
案
の
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た。

fミ;

な
お
、
次
の
三
名
の
議
員
か
ら

一
般
質
問
が
あ
り
、
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

般
畳
間

抜

粋

第 115号

清
水

吉
則
議
員

①
農
産
物
加
工
工
場
建
設
の
検
討

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

〔
村
長
答
弁
〕

本
村
の
農
産
物
(
栗
e

椎
茸
・

コ
ン
ニ
ャ
ク
)
か
ら
み
て
も
、
年

聞
を
通
じ
て
安
定
し
て
供
給
で
き

る
だ
け
の
生
産
量
が
不
可
能
で
あ

り
ま
す
し
、
加
工
の
時
期
だ
け
雇

用
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
大
変
難

し
い
点
と
、
加
工
品
の
種
類
を
多

く
す
る
こ
と
は
、
設
備
投
資
の
問

題
も
あ
り
、
今
後
行
政
と
い
た
し

ま
し
で
も
議
員
さ
ん
は
も
と
よ
り

各
層
の
幅
広
い
意
見
を
聞
き
な
が

ら
前
向
き
に
検
討
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

長
岡

吉
男
議
員

①
道
路
新
設
改
良
に
伴
、
つ
買
収
地

に
植
林
を
し
て
い
る
所
が
あ
る

が
、
地
主
に
対
す
る
指
導
、
買

収
地
の
管
理
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
下
さ
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

道
路
用
地
の
管
理
は
、
当
然
村

に
お
い
て
管
理
す
べ
き
も
の
で
あ

り
、
村
に
お
い
て
発
見
し
た
場
合
、

ま
た
村
民
の
方
か
ら
ご
連
絡
を
い

た
だ
い
た
時
は
、
植
栽
等
除
去
の

指
導
処
置
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
何
分
に
も
村

管
理
の
道
路
延
長
も
一

O
O
附

を
越
え
て
お
り
ま
す
上
に
、
た
だ

車
で
走
っ
て
も
発
見
で
き
な
い
も

の
が
多
く
村
に
お
い
て
完
全
な
管

理
は
大
変
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す。
地
域
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
道

路
の
不
法
占
周
防
止
等
の
意
識
の

徹
底
を
図
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

不
法
占
用
等
、
が
あ
っ
た
場
合
は
ご

連
絡
を
い
た
だ
き
対
処
し
て
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②
過
疎
林
道
「
肱
川
野
村
組
」
は
、

交
通
量
も
多
く
舗
装
が
数
ケ
所

破
損
し
て
い
る
。
ま
た
道
路
両

側
の
雑
草
が
通
行
の
障
害
と
な

っ
て
い
る
が
村
が
管
理
さ
れ
る

の
か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

当
路
線
は
村
が
管
理
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

舗
装
の
破
損
箇
所
に
つ
き
ま
し

て
は
、
調
査
い
た
し
ま
し
て
早
い

時
期
に
補
修
の
検
討
を
い
た
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
除

草
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
別
路

線
の
維
持
補
修
に
回
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
順
次
対
応
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

梅
木
加
津
子
議
員

①
植
松
の
バ
イ
パ
ス
工
事
は
、
河

辺
村
の
玄
関
で
あ
り
、
ま
た
村

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
切

な
生
活
道
で
す
。
く
ら
し
に
極

力
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に

行
う
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す

が
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

〔
村
長
答
弁
〕

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
い

ず
れ
の
地
域
に
お
き
ま
し
で
も
特

に
生
活
道
関
連
の
工
事
に
つ
い
て

は
、
工
法
・
予
算
の
可
能
な
限
り

通
行
に
支
障
の
な
い
よ
う
最
善
の

努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

植
松
バ
イ
パ
ス
工
事
〔
現
在
工

事
着
手
の
植
松
下
現
道
拡
幅
工

事
〕
に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
・
業

者
・
村
に
お
い
て
再
三
検
討
協
議

を
い
た
し
ま
し
て
、
現
段
階
で
は

数
分
程
度
の
時
間
待
ち
、
あ
る
い

は
短
期
間
の
時
間
通
行
制
限
で
工

事
を
施
工
す
る
よ
う
回
答
を
得
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

②
特
老
ホ

i
ム
に
つ
い
て

そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
教
え

て
下
さ
い
。
保
育
所
を
併
設
す

る
お
つ
も
り
は
な
い
で
す
か
。

〔
村
長
答
弁
〕

こ
の
こ
と
に
つ
き
、
す
で
に
確

保
い
た
し
ま
し
た
用
地
に
つ
い

て
、
設
計
を
い
た
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
莫
大
な
造
成
費
、
が
か
か
る
た

め
、
予
定
地
の
変
更
を
含
め
て
、

現
在
検
討
を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
当
初
計
画
よ
り
は
、
一
年

遅
れ
て
実
施
で
き
る
見
通
し
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
保
育
所
を
併
設
す
る
お

つ
も
り
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す

が
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
設
置
場
所
を
検
討
し
て
い
る

段
階
で
す
の
で
、
現
時
点
で
は
、

併
設
す
る
か
、
し
な
い
か
、
お
答

え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
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議
決
さ
れ
ま
し
た
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
八
一
、

o

三
五
千
円
が
追
加
さ
れ
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
二
、

0

0
八、

O
三

五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
、

総
務
費
村
有
財
産
改
修
工
事

て

五

七

O
千
円

衆
議
院
議
員
選
挙
費

一
、
七

O
O
千
円

衛
生
費
水
道
会
計
繰
出
金

九
、
四
六
八
千
円
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ま
た
、
平
成
七
年
度
、
叫
辺
村
各

会
計
の
決
昨
は
、
賛
成
多
数
で
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
ほ
次

の
と
お
り
で
す
。

斎
場
建
築
等
工
事
費

五
、
四
九
五
千
円

農
林
業
費

準
高
冷
地
野
菜
ト
マ
ト
振
興
貸
付
金

三
五

O
千
円

土
木
費
道
路
台
帳
整
備
委
託
料

二
、
=
一

O
O
千
円

教
員
住
宅
修
繕
料
一
、
二

O
O
千
円

教
育
費

修
学
生
保
護
者
貸
付
金
基
金
積
立
金

ニ
O
O
千
円

御
幸
の
橋
改
修
工
事
設
計
委
託
料

四
一
二
千
円

学
校
給
食
用
冷
凍
庫
外

九
セ
九
千
円

災
害
復
旧
費

農
地
農
業
用
施
設

五
、
七
九
九
千
円

道
路
橋
梁
河
川
一一、

O
四
O
千
円

公
債
費
償
還
金
利
子

八
二
七
千
円

な
ど
が
補
正
さ
れ
ま
し
た
c

平成 8年 9月25日(3) 

各会計の財政収支状況
(単位:円)

差引残高額出歳宮E入歳

状況基金の

地域橋祉基金 97，870，000 

るさと基金 124，877，000 

国民年金印紙購入基金 4，400，000

修学生保護者貸付基金 25，400，∞01
一一 一一一一一一一一 一一一一一γ一一一

農林業振興資金基金 30，000，000

ふるさと・水と土保全基金

合 計

(単位:円)

年度末現在高年度中増減額前年度末現在高分区

86，562，355 2，319，242，236 

157，060，996 175，217，408 

492，231 38，979，037 

112，536，412 

201，914，456 

39，471，268 

日U言十-" 
2オ

言十

国民健康保険事業

.c， 

コ"般

国民健康保険施設

簡易水道事業

743，106，00r 

※
任
期
満
了
に
伴
う
収
入
役
に

山
田
清
美
氏
(
六
十

)

H
植

松
H
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
委
員
に
佐
々
木

一
男
氏
(
六
十

)
H
三
嶋

1
再

任

、

加

茂

一

司

氏

(

五

十

四

)
H
北
平

H
新
任
、
及
び
辞

任
に
伴
う
固
定
資
産
評
価
委
員

に
栄
野
安
広
氏
(
四
十
九
)

北
平
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ム 5，954，000

702，723，000 

1，000，000 

4，058，000 

40，383，000 

6，110す000

一般会計歳入歳出の決算状況

款
対歳入

事士
対歳出

合計% 合員十%

ヰサ 税 55，239，448 2，3 議 >f:ζ 、 費 45，323，392 2，0 

地方譲与税 37，956，000 1，6 総 務 費 364，722，473 15，7 

利子割交付金 1，967，000 0，1 民 生 費 163，842，990 7，1 

自動車取得税交付金 21，054，000 0，9 P悟f!J 生 費 123，372，841 5，3 

地方交付税 1，326，日74，000 55，2 農林業費l 455，409，393 19，2 
トー … 

分担金友び負担金| 13，048，787 0.5 商 ヱ 費 3，235，107 0，1 

使用料及び手数料 5，372，083 0.2 土 木 費 ち00，427，568 ♀1.6 

国庫支出金 178，048，092 7，4 j出 防 費 41，674，258 1，8 

県支出金 292，793，307 12，2 教 育 費 137，296，779 5，9 

財産収入 7，609，504 。，3災害復旧費 81】551，482 3.5 

寄 f付 ノ豆ヘ三、 4，500.000 0.2 'i三 {貢 資 412.385，953 17，8 

繰 入 金 106，912，000 4，4 

ー上:繰 越 金 78，154，994 3.2 

言者 4豆 入 21，075，376 0，9 

キナ {費 255，200，000 I 10，6 

歳入合計I2，405，8叩 1I 1叩 1 2竺?山ぉ 100空

(単位:円)
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フ
ァ
ン
再
び
集
う
/

平成8年 9月25日

11 

百

「
奔
れ
龍
馬
」
を
前
夜
祭
で
参

加
者
全
員
で
合
唱
し
、
九
月
八
日
、

第
八
回
わ
ら
じ
で
歩
ヲ
」
う
坂
本
龍

馬
脱
藩
の
道
が
開
催
さ
れ
ま
し

た。

rミ

日
本
の
夜
明
け
を
目
指
し
た
幕

末
の
志
士
の
足
跡
を
た
ど
ろ
う

と
、
高
知
・
滋
賀
・
京
都
・
大

阪
・
福
岡
等
、
県
内
外
約
二
百
六

十
名
の
龍
馬
フ
ァ
ン
が
集
い
、
自

然
を
楽
し
み
な
が
ら
山
里
を
歩
き

ま
し
た
。
出
立
式
に
は
、
保
存
会

会
長
田
中
助
役
が
あ
い
さ
つ
を
行

い
、
龍
馬
役
の
男
女
二
名
に
北
九

州
市
の
小
学
六
年
石
井
龍
一
郎
君

の
子
供
龍
馬
が
参
加
し
、
一
味
違

っ
た
盛
り
あ
が
り
で
、
大
阪
市
の

大
久
保
啓
示
氏
が
力
強
い
踏
破
宣

言
を
行
い
、

A
コ
l
ス・

B
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
泉
ケ
峠
を
目
指
し
、

出
発
し
ま
し
た
。

全
国
の
龍
馬
フ
ァ
ン
に
多
大
の

ご
協
力
を
頂
き
、
ま
た
、
村
内
で

は
、
保
存
会
役
員
や
竹
の
水
筒
作

り
に
協
力
し
て
頂
い
た
老
人
ク
ラ

ブ
、
三
杯
谷
で
ジ
ュ
ー
ス
等
を
販

売
し
て
頂
い
た
振
興
青
年
会
議

等
、
有
志
の
皆
様
に
は
大
変
お
世

わ九百第 115 号
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十

名

が

踏

融

制
H

話
に
な
り
、
盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

二
年
後
に
は
第
十
回
目
と
な
り

ま
す
が
、
そ
の
大
会
に
は
、
今
以

上
の
イ
ベ
ン
ト
に
し
て
い
き
た
い

と
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

付
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
役
場
地
域
振
興
課
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

…

第

二

十

回

南

予

地

区

川

愛
媛
県
産
晶
ま
つ
り

W

(

八
幡
浜
会
場
)
の
ご
案
内

県
産
品
を
紹
介
し
、
そ
の
愛
用
電

仰
を
促
進
す
る
た
め
、
十
一
月
三
日
向

付
回
li--r

四
日
刊
の
二
日
間
、
八
幡
浜

竹
市
に
お
い
て
、
「
第
二
十
回
南
予
地

w

区
愛
媛
県
産
品
ま
つ
り
(
八
幡
浜
向

付
会
場
)
』
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

会
場
で
は
、
地
域
の
特
産
品
等
仲

い
が
展
示
・
販
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
問

…
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
村

村
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

W
O日
時
十
一
月
二
百
四

m

m

午
前
十
一
時
1
午
後
五
時
川

十

一

月

四

日

間

付

午
前
十
時
1
午
後
四
時

仲

O
会
場
新
町
商
庖
街
三
丁
目

ω

ー
五
丁
目
(
八
幡
浜
市
新
町
)
問

~龍馬の足跡を偲んで歩く人々~

ふるさと祭り
恒
例
に
な
っ
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
が
八
月
十
四

日
、
河
辺
中
学
校
体
育
館
で
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
度
の

は
、
大
方
の
予
想
を
裏
切
っ
て
、

九
州
を
縦
断
し
た
台
風
十
一
一
号

が
、
進
路
を
東
に
変
え
て
瀬
戸
内

海
を
通
過
し
た
た
め
、
台
風
の
日
夜

中
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
後
四
時
か
ら
夜
市
と
カ
ラ
オ

ケ
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
村
内
の

部
で
は
、
久
保
春
好
さ
ん
と
山
本

五
月
也
・
綾
香
さ
ん
が
入
賞
さ

れ
、
村
外
の
部
は
三
名
の
方
が
決

戦
大
会
に
進
ま
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
歌
手
の
矢
吹
春
佳
さ
ん
と

ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
の
向
井

「
ふ
る
さ
と
祭
り
」

~熱唱されました~

猛
氏
が
審
査
す
る
な
か
、
堂
々
と

五
名
の
方
が
歌
唱
力
を
競
い
合
っ

た
結
果
、
大
洲
市
在
住
の
西
村
久

夫
氏
が
「
港
駅
」
を
歌
わ
れ
て
、

見
事
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

演
芸
屋
台
村
に
よ
る
大
道
芸
人

シ
ョ
ー
は
、
「
南
京
玉
す
だ
れ
」

「
一
輪
車
曲
芸
」
「
娘
曲
ご
ま
」

「
笑
い
の
音
楽
」
「
江
戸
大
神
楽
曲

芸
L

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、

歌
話
シ
ョ
ー
で
は
、
新
人
演
歌
歌

手
「
矢
吹
春
佳
さ
ん
L

の
歌
声
に

つ
っ
と
り
し
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
年
の
ふ
る
さ
と
祭

り
は
、
悪
天
候
の
う
え
に
途
中
停

電
も
あ
り
ま
し
た
が
、
無
事
、
滞

り
な
く
終
了
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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敬
老
の
式
興
及
び
敬
老
会

盛
大
に
開
羅
万

れミわ

去
る
九
月
十
五
日
に
村
内
一
ケ

力、

所
で
敬
老
の
式
典
及
び
敬
老
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
、

諸
般
の
実
情
を
踏
ま
え
て
案
内
者

は
、
平
成
八
年
九
月
十
五
日
現
在

満
六
十
六
歳
の
方
々
と
し
、
四
百

七
十
六
名
の
高
齢
者
の
方
を
ご
案

内
を
い
た
し
ま
し
た
が
二
百
七
十

平成 8年 9月25日

一
名
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
盛
大

に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
敬
老
の
式
典
で
は
、
昨
年
九
月

十
六
日
か
ら
一
年
間
に
亡
く
な
っ

(5) 

た
二
十
一
名
の
方
々
に
冥
福
を
お

祈
り
し
て
黙
祷
を
捧
げ
、
村
長
式

~おめでとうございます。~

辞
の
後
記
念
品
贈
呈
で
は
、
ま
ず

今
年
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
横
山
の

岡
田
モ
、
ョ
氏
ほ
か
凹
名
に
対
し

県
知
事
か
ら
木
杯
が
、
村
長
か
ら

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
河
辺
村
の
最
高
齢
者
は
川
上

の
五
頭
ツ
ル
ヨ
氏
で
九
十
六
歳
に

な
ら
れ
、

村
長
よ
り
記
念
品
が
贈

ら
れ
、
九
十
歳
以
上
の
方
々
に
も

村
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
受
賞
者
の
方
々
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
益
々
の
ご
長

寿
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

午
後
か
ら
は
、
婦
人
会
に
よ
る

敬
老
会
が
行
わ
れ
多
彩
な
演
芸
と

ご
老
人
の
方
の
飛
び
入
り
も
あ
り

拍
手
喝
采
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し

た。
婦
人
会
の
皆
さ
ん
ご
苦
労
様
で

し
た
。

分館対抗ナイター

ソフトポール大会

:坂:本分館優勝

ス
ポ
レ
ク
郡

大

七
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け

て
、
河
辺
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、

分
館
対
抗
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
公
民
館
長
の
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
昨
年
度
優
勝
の
植
松
分
館
の
大

野
盛
喜
選
手
の
力
強
い
選
手
宣
誓
が
あ

り
、
試
合
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
各
分
館

と
も
、
梅
雨
に
よ
る
雨
の
た
め
、
練
習
日

に
制
約
が
あ
り
ま
し
た
が
、
集
中
し
て
練

習
し
た
せ
い
か
、
好
プ
レ
ー
も
続
出
し
、

最
終
日
ま
で
ど
の
分
館
が
優
勝
す
る
か
わ

か
ら
な
い
と
い
う
実
に
お
も
し
ろ
い
試
合

6
2
 

去
る
九
月
一
日
間
、
長
浜
中
学

校
を
中
心
に
愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
切
喜
多
郡
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
村
か
ら

は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
、
婦
人

一
部
、
二
部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男

女
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
六
チ
l
ム

が
参
加
し
ま
し
た
。
婦
人
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ

り
、
若
い
ご
婦
人
を
中
心
に
チ
ー

ム
を
組
織
し
て
、
週
一
の
練
習
を

続
け
て
の
参
加
で
し
た
。

で
す
か
ら
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
抜

群
、
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
プ
レ

l
、

告
骨
骨
骨
# 
卦

'" 骨
骨
't: 
骨
骨
骨
骨
骨
骨

背

骨
骨
卦

* 4十
時

* ぷ
骨
骨
骨
骨

骨
w 
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
帯
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨
骨

* * '" 骨
骨
卦

'" ぷ
骨
岳

* 骨
骨
骨
骨

パ
ッ
チ
グ

i
で
の
予
選
リ
l
グ
試

合
で
し
た
。
結
果
一
部
に
つ
い
て

は
、
決
勝
に
進
出
、
試
合
に
は
負

け
た
も
の
の
大
接
戦
を
演
じ
ま
し

た
。
試
合
が
終
わ
っ
た
後
の
笑
顔

と
ぼ
と
ぼ
し
る
汗
が
印
象
的
で
し

た
結
果
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
一

部
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
が
準
優

勝
を
修
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

こ
の
二
チ

l
ム
は
、
十
月
二
十
七

日
に
大
洲
で
行
わ
れ
る
管
内
大
会

に
ク
ロ
ッ
ケ
l
、
イ
ン
デ
イ
ア
カ

チ
l
ム
と
併
せ
て
参
加
が
決
定
し

ま
し
た
。
管
内
大
会
で
も
郡
大
会

以
上
に
選
手
の
皆
さ
ん
の
健
闘
を

祈
念
し
ま
す
。
ま
た
、
郡
大
会
に

参
加
下
さ
っ
た
選
手
の
皆
さ
ん
お

つ
か
れ
様
で
し
た
。

内
容
で
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
二
位
三
位
四
位

大植北坂
伍松平本
分分分分
館館鮪館

敗勝勝勝

敗分分

坂
本
分
館
と
北
平
分
館
は
同
士
山
十
に
よ

り
、
得
失
点
差
に
よ
る
勝
敗
と
な
り
、
優

勝
・
準
優
勝
と
分
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
坂
本
分
館
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

(
男
・
女
)
に
続
き
、
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
で
も
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
績

を
修
め
ま
し
た
。

来
年
の
郡
大
会
で
は
、
今
年
以

上
の
成
績
が
残
せ
る
よ
う
が
ん
ば

り
ま
し
ょ
う
。

~堂々の行進でした。~
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高
齢
者
福
祉
対
策

事
業
に
つ
い
て
紹
介

い
た
し
ま
す
。

一
、
敬
老
年
金
の

支
給
に
つ
い
て
、
こ

の
事
業
は
昭
和
田
十

八
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
ま
す
河
辺
村
単

独
事
業
で
あ
り
ま

す。

平成 8年 9月25日

福祉対策について

/'¥;二

こ
の
事
業
は
村
内

の
高
齢
者
に
対
し

て
、
年
金
を
支
給
し
、

老
後
の
生
活
に
潤
い

と
希
望
を
与
え
、
村
民
の
敬
老
思

想
の
向
上
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
年
金
を
支
給
で
き
る
対
象

者
は
、
毎
年
九
月
一
日
現
在
満
八

十
歳
以
上
の
者
で
当
該
年
度
の
八

月
一
日
以
前
か
ら
河
辺
村
に
居
住

す
る
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

年
金
額
は
現
在
一
万
円
で
毎
年

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
に
敬
老

会
場
で
支
給
し
て
い
ま
す
。

一
、
老
人
日
常
生
活
用
具
給
付

等
事
業
に
つ
い
て

こ
の
事
業
は
長
期
に
わ
た
り
臥

床
し
て
い
る
老
人
、
ひ
と
り
暮
ら

し
老
人
等
に
対
し
、
特
殊
寝
台
等
、

日
常
生
活
用
具
を
給
付
又
は
貸
与

し
、
日
常
生
活
の
便
宜
を
図
り
、

わカ3第 115号

そ
の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
県
単
事
業
で
あ
り

ま
す
。給
付
(
貸
付
)
用
具
は
特
殊
寝

台
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
緊
急
通
報
装

置
な
ど
十
五
品
目
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
事
業
は
、

前
年
所
得
税
課
税
世
帯
に
つ
い
て

は
、
課
税
額
に
応
じ
た
利
用
者
の

一
部
負
担
が
必
要
と
な
る
世
帯
が

あ
り
ま
す
。

又
、
河
辺
村
杜
会
福
祉
協
議
会

に
お
い
て
も
一
部
の
品
目
に
つ
い

て
は
貸
出
し
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
、
給
付
品
目
等
又
、
社
協

の
貸
出
し
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
方
は
、
福
祉
課
ま
で
お
問
い

合
せ
下
さ
い
。

年
金
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

ま成共
す九通す
。年すべ

一るて
月マ基の

か礎公
ら年的
ス金年
タ番金
十号制
ドが一度
し¥平に

皆
さ
ん
は
、
年
金
手
帳
を
持
っ

て
い
ま
す
か
。

現
在
、
公
的
年
金
加
入
者
の
記

録
に
つ
い
て
は
、
国
民
年
金
、
厚

生
年
金
保
険
(
船
員
を
含
む
)
及

び
各
共
済
組
合
ご
と
に
整
理
さ
れ

て
お
り
、
年
金
番
号
も
そ
れ
ぞ
れ

の
加
入
制
度
ご
と
に
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
皆
さ
ん
の
加
入
す

る
年
金
制
度
に
よ
っ
て
年
金
番
号

(
記
号
番
号
)
が
違
っ
て
い
る
た

め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
制
度
で

整
理
さ
れ
て
い
る
年
金
記
録
を
確

認
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
と
か

年
金
を
請
求
し
た
と
き
に
記
録
が

漏
れ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
り

ま
す
。こ
う
し
た
皆
さ
ん
の
悩
み
を
解

消
す
る
た
め
、
現
在
準
備
を
進
め

て
い
る
の
が
、
す
べ
て
の
公
的
年

金
制
度
に
共
通
す
る
基
礎
年
金
香

号
の
導
入
で
す
。

こ
の
基
礎
年
金
番
号
は
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
と
な
り
厚
生
年
金
保
険

に
加
入
し
た
と
き
や
二
十
歳
に
な

り
国
民
年
金
に
加
入
し
た
と
き
な

ど
、
初
め
て
年
金
制
度
に
加
入
し

た
時
点
で
そ
の
年
金
番
号
を
、
そ

の
後
に
加
入
す
る
年
金
が
変
っ
て

も
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
も
の
で

す。
こ
れ
に
よ
り
現
在
の
公
的
年
金

制
度
の
年
金
番
号
が
一
本
化
さ

れ
、
す
べ
て
の
年
金
加
入
期
間
を

同
一
の
番
号
で
記
録
の
整
理
、
年

金
の
手
続
、
照
会
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

何
間
宮
川
出
品
回
吊
出
品
回
吊
削
減
出
品
切
吊
剛
宮
市
切
品

mmmz凸川
A
W
山
剛
山
品
附
宮
川
出
品
切
吊
凶
吊
阿
古
吊
出
品
切
訊
問
品
出
品
切
吊
出
品
切
白

一
白
河
辺
の
皆
様
お
元
気
で
す
い
た
の
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
で
由

民

か

。

今

回

機

会

を

得

て

、

四

十

し

た

。

四

匹
年
前
の
ふ
る
さ
と
の
記
憶
が
蘇
友
達
と
の
楽
し
い
思
い
出
。
姐

岨

り

ま

し

た

。

清

流

に

蛍

が

と

び

、

川

底

に

阿

国
卒
業
生
の
差
し
出
す
ノ

i
ト
「
か
じ
か
」
が
い
る
。
何
で
も
な
由

民
に
「
私
達
は
人
生
の
コ

l
ス
を
か
っ
た
風
景
も
今
は
得
が
た
く
亜

日
自
分
自
身
の
ペ

i
ス
で
歩
み
を
な
り
、
あ
の
頃
の
全
て
が
貴
重
任

直
進
め
よ
う
。
自
分
を
信
じ
て
人
な
心
の
財
産
と
思
え
ま
す
。
寸
担

任

に

頼

る

な

」

と

東

京

で

戦

災

民

姐
記
し
て
下
さ
っ
「
J
刊
什
什
日
刊
什
什

1
1け
ハ
ー
」
に
遭
い
、
惣
川
一
四

日
た

N
先
生
。
こ
一
織
機
欝
離
欝
輔
欝
襲
畿
麟
鶴
一
か
ら
河
辺
に
暮
曲

E

の
言
葉
に
私
は
一
麟
欝
韓
議
鱗
欝
鶴
麟
欝
髄
謹
一
ら
し
た
六
年
間
。
嵯

唖
何
度
も
励
ま
さ
一
難
髄
麟
鱗
欝
麟
繍
纏
麟
鱒
龍
一
皆
様
に
は
親
切
珂

妊
れ
ま
し
た
。
一
欝
韓
韓
関
購
鱒
翻
瞬
麟
融
盤
一
に
接
し
て
戴
き
町

民

読

書

を

奨

一

覇

韓

関

曜

講

輯

一

ま

し

た

。

紙

面

白

田
め
ら
れ
た

I
先
一
襲
霞
寵
題
襲
警

;μ
一
を
お
借
り
し
て
岨

回

生

は

授

業

前

、

一

一

厚

く

お

礼

申

し

妊

唖

静

か

に

名

作

を

一

札

口

国

一

上

げ

ま

す

。

珂

副

読

み

聞

か

せ

て

一

色

5
引

一

「

館

報

」

を

師

団

下

さ

り

「

漫

画

一

豆

は

排

崎

一

拝

見

し

て

活

気

張

蛭

一

吋

-
i
-

久

藤

山

此

一

た

回

一
目
的
書
物
か
ら
離
一
?
』

d
d
E
紅

一

に

満

ち

た

河

辺

日

明

れ

な

さ

い

」

と

。

一

汁

落

地

出

一

の

現

在

の

様

子

目

指

管

楽

器

の

一

と

一

有

国

一

が

温

か

く

伝

わ

四

両

美

し

い

音

色

を

一

ミ

'
l
t

一
り
ま
し
た
o

H

H

聴

か

せ

て

下

さ

一

、

川

都

一

ふ

る

さ

と

に

団

自
っ
た
の
は

O
先

一

ザ

包

京

一

望

む

こ

と

は

、

唖

佳

生

。

一

画

一

同

東

一

身

体

を

病

ん

だ

珂

娃

Y
先

生

に

一

:

ぷ

一

時

、

駆

け

込

み

、

副

同
は
放
課
後
も
編

f
i
l
i
-
-
-
l
i
l
i
-
-

治
療
に
専
念
す
四

日

物

を

教

わ

り

、

る

こ

と

の

出

来

居

直
セ
ー
タ
ー
に
袖
を
通
し
た
時
の
る
医
療
体
制
の
一
層
の
充
実
を
、
姐

怪

う

れ

し

か

っ

た

事

。

と

辿

り

着

き

ま

し

た

。

更

に

、

回

指
体
罰
も
あ
り
ま
し
た
。
凍
つ
河
辺
特
産
物
の
紹
介
な
ど
、
情
岳

民
た
丸
太
を
廊
下
に
並
べ
「
全
員
報
を
発
信
し
て
頂
け
る
と
有
難
司

政

膝

を

出

し

て

正

座

し

な

さ

い

」

。

く

存

じ

ま

す

。

四

国
そ
っ
と
う
か
が
う
下
級
生
。
足
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
ふ
る
沼

唖
の
庫
れ
は
限
界
と
な
り
、
神
妙
さ
と
河
辺
が
よ
り
輝
き
ま
す
よ
阪

国
に
な
っ
た
一
日
で
し
た
。
あ
る
う
。
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
由

民

時

、

先

生

は

懸

命

に

私

達

を

教

申

し

上

げ

ま

す

。

団

自

え

導

い

て

下

さ

っ

た

、

と

気

付

任

F

ム
自
由
B
B
E
B
E
B
E
E
E
E
B
B
-由
自
由
自
由
自
由
曲
目
品
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。
胸
や
け
に
つ
い
て

胃
や
腸
の
具
合
が
悪
い
、
と

い
う
訴
え
で
診
療
所
を
訪
れ
る

方
は
大
勢
い
ま
す
。
そ
の
中
で

「
胸
や
け
」
の
症
状
を
訴
え
る

も
の
が
増
加
し
て
き
で
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
脂
肪
を
多
く
含

む
食
品
の
摂
取
が
増
え
る
な
ど

の
食
生
活
の
欧
米
化
が
原
閃
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

胸
や
け
は
健
康
な
人
で
も
起

こ
り
ま
す
。
一
般
に
、
胸
や
け

を
誘
発
し
や
す
い
食
べ
も
の
や

姿
勢
な
ど
は
次
の
と
お
り
で

す。

食
べ
も
の

一
、
コ
ー
ヒ
ー
、
香
辛
料
、

柑
橘
類
、
ト
マ
ト
製

品
な
ど

二
、
ア
ル
コ
ー
ル
、

A 

タ
ノ1

平成 8年 9月25日

8 
二一 ・四三

λ も胃
ドベぎ真のの甘脂コ
ルル べ z 味肪
なト す !土のの
ど、 ぎ 士l強多
締帯 、 三いい
め、 飲 昂もも
っガ み ののの
け l する

(7) 

る
も
の

一
二
、
前
か
が
み
の
作
業
、

引
っ
張
る
作
業
、
重
い

も
の
を
持
ち
上
げ
る
作

並
木

四
、
肥
満
、
便
秘
、

怒
声

以
上
を
避
け
る
こ
と
は
胸
や
け

の
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の

で
、
覚
え
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ

三
つ
ノ
。

胸
や
け
は
、
何
ら
か
の
原
因
で

胃
の
内
容
物
が
食
道
に
逆
流
し
て

お
こ
り
ま
す
。
治
療
し
た
方
が
よ

い
胸
や
け
か
ど
う
か
の
判
断
は
、

医
師
に
任
せ
た
方
が
無
難
で
す
。

問
診
な
ど
の
結
果
、
治
療
し
た

方
が
よ
い
と
さ
れ
た
場
合
、
薬
で

の
治
療
が
始
ま
り
ま
す
。
薬
を
の

む
と
き
は
、
き
ち
ん
と
決
め
ら
れ

た
量
や
回
数
を
守
り
自
分
勝
手
に

変
更
し
た
り
、
中
止
し
た
り
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は

胸
や
け
の
こ
と
だ
け
に
限
ら
ず
全

て
の
病
気
に
つ
い
て
い
え
る
こ
と

で
す
。
薬
の
の
み
方
が
正
し
く
な

い
と
、
胸
や
け
な
ど
の
症
状
が
悪

化
し
た
り
、
治
り
か
け
て
も
再
発

す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
ほ

か
に
服
用
し
て
い
る
薬
が
あ
る

場
合
に
は
必
ず
医
師
に
知
ら
せ

て
下
さ
い
。
薬
に
よ
っ
て
は
、

胃
と
食
道
の
接
合
部
に
あ
る

7
弁
」
の
働
き
を
弱
め
、
逆
流

を
起
こ
し
ゃ
す
く
す
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
良
い
薬

が
開
発
さ
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
の

方
は
、
薬
の
内
服
の
み
で
治
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
悩
み
の
方

は
医
療
機
関
に
積
極
的
に
受
診

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す。
河
辺
村
診
療
所
に
赴
任
し
て

か
ら
四
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

小
田
か
ら
転
勤
し
て
き
ま
し
た

の
で
、
そ
れ
ほ
ど
環
境
の
変
化

が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
で

す
が
、
患
者
さ
ん
の
顔
と
名
前

が
な
か
な
か
覚
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
診
察
で
図
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
し
、
患
者
さ
ん

に
も
ご
迷
惑
を
か
け
た
の
で

は
・
・
・
と
思
い
ま
す
。
普
段

の
診
療
中
は
、
あ
っ
さ
り
し
た

医
者
業
を
こ
な
し
て
い
ま
す

が
、
根
は
気
さ
く
な
関
西
芸
人

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
話
し
か

け
て
下
さ
い
。
河
辺
村
の
た
め

に
一
生
懸
命
頑
張
る
つ
も
り
で

す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

八
月
二
十
日
山
午

後
一
時
三
十
分
よ

り
、
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、

「
い
じ
め
・
登
校
拒

否
問
題
へ
の
解
決
に

向
け
て
」
を
テ

l
マ

に
『
い
じ
め
・
登
校

拒
否
等
問
題
研
究
協

議
会
が
、
県
教
育
委

員
会
、
村
教
育
委
員

会
主
催
で
、

P
T
A、

学
校
ほ
か
村
内
の
各

機
関
よ
り
約
八
十
名

が
参
加
し
開
催
さ
れ

土品
1
し
h
~

。

県
教
育
委
員
会
猪

森
管
理
部
長
よ
り
、

こ
の
会
の
開
催
に
あ

た
っ
て
の
い
き
さ
つ

が
説
明
さ
れ
、
こ
の

間
題
は
も
は
や
学
校

の
み
で
は
対
応
し
き

れ
な
い
状
況
に
あ
り
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
梅
木
教
育
長
よ
り
、
現

在
河
辺
村
に
お
い
て
は
深
刻
な
い

じ
め
・
登
校
拒
否
の
問
題
は
な
い

で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
が
、
い

じ
め
・
登
校
拒
否
の
問
題
が
起
き

な
い
た
め
に
も
地
域
ぐ
る
み
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
、
様
々
な
意

登校拒否等問題研究協議会いじめ

見
を
聞
か
せ
て
下
さ
い
と
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
研
究
協
議
会
に
入

り
、
小
学
校

P
T
A
を
代
表
し
て

松
田
敦
子
さ
ん
の
「
親
と
子
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
、
中
学
校

P
T
A
を
代
表
し
て
古
野
青
弘
さ

ん
の
「
家
庭
・
地
域
に
お
け
る
い

じ
め
対
策
の
取
り
組
み
方
」
と
題

し
て
の
意
見
発
表
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
討
議
に
入
り
、
多
数
の
方

よ
り
貴
重
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た。
①
大
人
の
意
識
改
革

②
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の

連
携
を
強
化

③

P
T
A準
会
員
と
の
連
携

④
家
庭
教
育
の
充
実

③
共
に
悲
し
み
、
共
に
喜
ぶ

と
い
う
課
題
を
も
ち
、
二
十
一
世

紀
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に
、

い
じ
め
・
登
校
拒
否
問
題
等
を
考

え
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん

4
M
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防
災
だ
よ
り

/ミミ

十
一
月
九
日
か
ら
十

一
月
十
五

日
ま
で
、
「
秋
の
火
災
予
防
運
動

週
間
」
で
す
。

便
利
さ
に
慣
れ
て
忘
れ
る

火
の
こ
わ
さ
を
統
一
標
語
に
火

災
予
防
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
日
頃
使
い
慣
れ
て
い

る
火
気
器
具
等
の
点
検
を
行
い
火

災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
の
運
動
の
初
日
に
あ

た
る
十

一
月
九
日
は
「
一
一
九
番

の
日
」
で
す
。

、通
報
は
慌
て
ず
早
く
正
確

に
!
ま
ず
落
ち
着
い
て
消
防
署

の
問
い
か
け
に
答
え
て
下
さ
い
。

わカヨ

児
童
手
当
に
つ
い
て

平成8年 9月25日

児
童
手
当
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
に
手
当
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
家
庭
に
お
け
る
生
活
の

安
定
と
次
代
の
社
会
を
担
う
児
童

の
健
全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
と
生

活
が
同
一
で
な
い
児
童
が
育
成
さ

れ
る
家
庭
生
活
の
安
定
と
自
立
を

促
進
し
、

児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。特
別
児
童
扶
養
手
当
は
精
神
又

(8) 

は
、
身
体
に
障
害
を
有
す
る
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

務

* 勢
* 帯
務
品

* 4を
N. 

昏

* 普
器
移
拳
恭

* 帯 一一一一一一一
帯
普

* 品
器
恭
舎
帯

* * 普
* 品
会
務
殺

* * 

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、
役
場
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

労
働
省
で
は
、
十
月
を
「
労
働

保
険
適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、

全
国
的
に
労
働
保
険
(
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
)
の
末
手
続
事
業

場
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

加
入
手
続
を
し
て
い
な
い
事
業

主
の
方
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

労
働
保
険
に
つ
い
て
の
ご
相
談

…同
秘
教
育
…シ
…燃
や添加
、栄
一側

「
基
本
法
の

三
つ
の
根
拠
」

憲
法
の
第
十
三
条
で
は
、
「
す

べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
。
生
命
、
自
由
及
び
幸
福

追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ

い
て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な

い
限
り
、
立
法
そ
の
他
の
国
政
の

上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す

る
。
」
と
規
定
し
、
さ
ら
に
第
二

十
二
条
で
は
、
「
何
人
も
、
公
共

の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
居
住
、

移
転
及
び
職
業
選
択
の
自
由
を
有

す
る
。
」
第
二
十
四
条
で
は
、
「
婚

姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ
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ま
で
。法

務
大
臣
よ
り

、
九
月

一
日
か
ら
玉
井
隆
氏
が
河

辺
村
人
権
擁
護
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

い
て
成
立
し
、
夫
婦
が
同
等
の
権

利
を
有
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
、
相

E
の
協
力
に
よ
り
維
持
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、

「
地
対
財
特
法
」
後

の
法
の
あ
り
方
を
考
え
る
に
あ
た

っ
て
、
少
な
く
と
も
以
上
の
日
本

国
憲
法
の
規
定
を
十
分
に
踏
ま
え

る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
考
え

ま
す
。
さ
ら
に
、
「
同
和
対
策
審
議
会
」

は
、
昭
和
四
十
年
に
、

①
「
同
和
」
問
題
は
最
も
深
刻
な

社
会
問
題
で
あ
る
。

②
「
同
和
」
問
題
の
早
急
な
解
決

は
行
政
の
責
務
で
あ
り
、
同
時
に
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感
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時
長
き
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み
れ
材

事

の

ご

と

付

時
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み

な

き
初
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ろ
ぎ
の
鳴
く

本
田
ミ
ネ
ヨ

付

+

に
わ
か
あ
め

+

時
俄
雨
止
み
て

一
斉
に
蹄
港

始

む

日

h

t
-d

a

L

-

村

蝉

の

声
高
し
山
峡

の

夕

べ

谷

本

愛

子

科

母

、
つ
な
が

4

M

そ
こ
か
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健
康
促
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国
民
的
課
題
で
あ
る
。

③
部
落
問
題
が
解
決
す
る
ま
で
総

合
対
策
に
基
づ
く
「
同
和
」
行
政

の
積
極
的
推
進
が
重
要
で
あ
る
。

と
答
申
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
同
対
審
」
答
申
を

一
言

で
い
い
表
わ
す
な
ら
ば
、
部
落
問

題
の
根
本
的
な
解
決
に
向
け
て
、

国
を
あ
げ
て
抜
本
的
・
総
合
的
に

取
組
む
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
「
基
本
法
」
と
は
、
固

に
と
っ
て
重
大
な
社
会
問
題
に
対

し
、
国
を
あ
げ
て
抜
本
的
・
総
合

的
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

際
に
制
定
さ
れ
る
法
律
で
す
。

(河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)
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